
～ 令和８年　２月　１４日

（対象者数） 32家族 （回答者数）
28家族

～ 令和8年　２月　７日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 お出掛け先の幅を広げて更に楽しい経験を増やしていく。

2
スムーズな移行支援が行えるように保護者や関係機関と連携

を行う。

3 車両が足りないこともあるが法人内の車両で補えている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
事業所内行事に地域の方を招いたり、地域のイベントに参加

できるようなことがないか情報収集を行う。

2 子ども目線になる収納に改善する必要がある。

3 ホームページや面談等を通して周知していく。

○事業所名 放課後等デイサービス　ジョイ（ジョイⅡ）

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　１９日

○保護者評価有効回答数

令和８年　２月　２日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

各種マニュアルの発信が保護者にできていない。
保護者が更に安心してお子さまを預けていただけるよう各種マ

ニュアルを周知する。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流の機会が少ない。地域に開かれた事業所を目指す必要

がある。

地域のお祭りやお店に買い物に行くことはあるが、事業所に招

いて交流をする機会がない。

収納スペースはあるが使いにくい。
子ども目線の収納スペースではない。子どもが自ら取り入れし

やすい工夫が必要。

様々な活動を行ったり土曜日や長期休暇はお出掛け活動を積極

的に行い、職員と子どもが一緒に楽しむ経験を大切にしてい

る。

・季節感を取り入れながらマンネリ化しない活動内容を立案し

ている。会議を通して反省を行い、さらにより楽しめるように

努めている。

・土曜日や長期休暇は、公園や公共施設、テーマパーク等に

様々な場所へお出掛けをしている。

小学生から高校生までの幅広い年齢層の子どもが利用してい

る。

異年齢の関りを通してライフステージの見通しが持てたり、人

の役に立つことことの喜びや周りに認められることで自信や意

欲につながる経験の機会が多い。

様々な学校に送迎に行っている
同じ敷地内に２つの事業所があることから送迎の協力体制が

整っている。

事業所における自己評価総括表公表


